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予防接種はお済みですか？予防接種はお済みですか？
平成 25年 3月 1日から 3月 7日までは『子ども予防接種週間』となっています。

お子さまを病気から守るために、予防接種を忘れず受けましょう！
ただし、各種予防接種には対象年齢があります。それを過ぎてしまうと、自己負担での接種となります。

お問い合わせ　総務部町民生活課　☎945-5012

お問い合わせ　福祉部福祉課　母子保健係　☎945-5311

※ 一時的な就学（大学等）・就労の場合であっても、１年以上親元を離れて別の場所に住む場合は住民票の異動届が必要です。
※ 世帯が異なる人（例：県外に住む両親等）が転入届出後、住民票を請求する場合も、本人からの委任状が必要となります。
※ ご不明な点がございましたら、総務部町民生活課までお問い合わせください。

　正当な理由がないのに届出をしなかった（遅れた）場合は、簡易裁判所へ通知をし、５万円以下の過料の対象に
なることがあります。届出は期間内に行ってください。
　転入届・転居届・世帯変更届は、それぞれ異動した日（新しい住所に住み始めた日）から１４日以内に市町村（西原町
は総務部町民生活課）に届け出なければなりません。転出届は、転出する日までに届出をしてください。異動届を別世帯
の方が届け出る場合は、本人からの委任状が必要です。
　届出の際には届出人の本人確認を行いますので、顔写真付き住民基本台帳カード・運転免許証・旅券（パスポート）・
健康保険証等をお持ちください。

住民票の異動（変更）届について

《異動届は１４日以内に》《異動届は１４日以内に》

3・４月は転勤および就職、入学等により住所を移す方が多くなります。住民票の異動の届出を忘れずに行いましょう！

例 届出の際に必要なもの

転入届
（町内へ引越しをしたとき）

転出届
（町外へ引越しをするとき）

転居届
（町内で引越しをしたとき）

○○市 → 西原町へ

西原町 → ○○市へ

西原町字上原○○番地
↓

西原町字幸地○○番地

◎ 転出証明書（前住所地で発行された証明書）
◎ 届出人の本人確認ができるもの（運転免許証・健康保険証等）
◎ 別世帯の方が提出する際は委任状
◎ 印鑑（届出人が本人の場合は不要）

◎ 届出人の本人確認ができるもの（運転免許証・健康保険証等）
◎ 別世帯の方が提出する際は委任状
◎ 印鑑（届出人が本人の場合は不要）
◎ 届出人の本人確認ができるもの（運転免許証・健康保険証等）
◎ 別世帯の方が提出する際は委任状
◎ 世帯の一部の方が転居する場合は、本人からの委任状
◎ 印鑑（届出人が本人の場合は不要）

予診票をお持ちでない方は、お手数ですが福祉部福祉課窓口でお受け取りください。
その他の予防接種は、下記のとおりです。

※1　４種混合ワクチンは、DPT・不活化ポリオ・生ポリオのいずれも接種していない方のみ対象
※2　平成 7年 6月 1日から平成 19年 4月 1日生まれの方は、20歳未満であれば公費接種対象

＜ 最 終 案 内 ＞  対象年齢を過ぎる前に接種をお願いします！
　　　□　MR２期　（H18.4.2 ～ H19.4.1 生まれ） □　MR３期　（H11.4.2 ～ H12.4.1 生まれ）
　　　□　MR４期　（H 6.4.2 ～ H 7.4.1 生まれ） □　D　T　  （H12.4.2 ～ H13.4.1 生まれ）
接種期限は、平成 25年 3月 31日までです。接種する際は、各自で医療機関に予約をしてください。
期限を過ぎると自己負担での接種となりますのでご注意ください。
ただし、DTは 13歳未満であれば公費接種（無料）の対象です。また、MR3期・4期の公費接種は、今年度までとなっています。

種　　類
ＭＲ１期
ＤＰＴ

不活化ポリオ
４種混合（DPT-IPV）※1

日本脳炎
ＢＣＧ

ヒブワクチン
小児用肺炎球菌

対　象　年　齢
１歳～２歳未満
３ヶ月～７歳半未満
３ヶ月～７歳半未満
３ヶ月～７歳半未満

１期：６ヶ月～７歳半未満（１期接種推奨期間：３歳以上）　２期：９歳～１３歳未満
３ヶ月～６ヶ月未満
２ヶ月～５歳未満
２ヶ月～５歳未満

備　　考

初回３回、追加１回の接種が必要
初回３回、追加１回の接種が必要
初回３回、追加１回の接種が必要

特例措置あり※2

追加接種は3回目（もしくは2回目）接種後、
7～13ヶ月の間で接種してください。

母子手帳の予防接種履歴のご確認を！

母子手帳の予防接種履歴のご確認を！
　教育に対する意識と関心を一層高め「文教のまち西原」の充実を図る｢第 7回西原町教育の日｣が、2月 2日に開催されました。

午前の部では町内の各小中学校で授業参観が実施され、日ごろの授業内容などが公開されました。

　西原中学校で開催された全体会では、町民や教職員、関係者など約 360人が参加し、
実践発表や講演会を聞きました。坂田小学校の実践発表では、表現力の育成や生活習
慣の確立を課題に設定し、学年ごとの学力向上の取組みや花を育てて豊かな心を育成
する試みを紹介しました。西原東幼稚園は、手先を使った作業に取り組むことをテー
マに、家庭との連携強化、園児たちの生活技能の習得に取り組んだ事例を紹介しました。
小波津子ども会は、伝統行事への参加や世代間交流などを通じた地域活動の実践を発
表しました。
　講演会では、末吉康敏氏（イオン琉球 ( 株 ) 代表取締役社長）を講師に招き｢可能性
の高い沖縄｣と題した講演が行われました。沖縄の状況について｢全国的に人口減少傾
向にあるが、沖縄は人口が増え続けているという、地域の発展に欠かせない要素がある。
｣と説明。基地の返還、沖縄科学技術大学院大学や企業の誘致、外国人観光客の誘致など、
これから沖縄が発展するさまざまな要因を紹介しました。また経営者の立場で「企業
に求められる人材に必要なのは、チームワークやリーダーシップ、情報力に外国語の
コミュニケーション力。新しいことに挑戦する気概のある人材。」を挙げ、出席者は講
演を熱心に聞き入っていました。
　今回の講演は、末吉氏の好意により無報酬で引き受けていただきました。

｢文教のまち｣の充実を図る～第7回西原町教育の日～
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実践発表をする各学校･団体の代表者のみなさん

講演した末吉康敏氏
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